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「
伊
賀
が
好
き
」「
地
元
の
た
め
に
何
か

や
り
た
い
」「
同
世
代
の
人
た
ち
と
交
流

し
た
い
」
と
い
う
考
え
を
持
っ
た
18
歳
か

ら
35
歳
の
若
者
が
集
ま
っ
た
活
動
グ
ル
ー

プ
で
す
。
今
年
８
月
、
第
１
期
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
59
人
か
ら
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
男
性
が
29
人
、
女
性
が

30
人
で
、
20
歳
代
が
41
人
と
、
全
体
の
約

７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伊
賀
市

在
住
の
人
を
は
じ
め
、
伊
賀
市
の
出
身
で

現
在
は
大
阪
や
東
京
に
住
ん
で
い
る
人
、

市
外
か
ら
伊
賀
市
に
移
住
さ
れ
た
人
、
海

外
で
の
生
活
経
験
の
あ
る
人
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
賀
市
の
人
口
は
、
２
０
１
０
（
平
成

22
）
年
に
10
万
人
を
下
回
っ
て
以
降
、
減

り
続
け
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な

状
況
が
続
け
ば
30
年
後
に
は
人
口
が
現
在

の
約
３
分
の
２
、
６
万
人
程
度
に
な
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
賀
市
の
年
齢
別
の
転
入
・
転

出
者
の
数
は
、
高
校
と
大
学
の
卒
業
時
期

で
あ
る
18
歳
と
22
歳
、
そ
し
て
20
歳
代
か

ら
30
歳
代
で
伊
賀
市
へ
転
入
し
て
く
る
人

よ
り
も
転
出
し
て
い
く
人
の
ほ
う
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
人
口
減
少
の
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
市
で
は
、「
来
た
い
・
住
み

た
い
・
住
み
続
け
た
い
伊
賀
市
」
を
テ
ー

マ
に
子
育
て
支
援
、
移
住
交
流
な
ど
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
若
者
を
中
心
と
し
た

市
民
と
の
協
働
に
よ
っ
て
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
と
と
も
に
、
地
域
に
根
づ
き
、
よ
り

良
い
伊
賀
市
を
つ
く
る
意
識
と
実
行
力
を

持
っ
た
人
材
を
育
成
し
発
掘
す
る
た
め

に
、
伊
賀
市
若
者
会
議
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

９
月
29
日
㈯
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
で
伊

賀
市
若
者
会
議
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
第
１
期
メ
ン
バ
ー
の
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ち
の
未
来
を
担
う
若
者
た
ち

が
、
自
ら
主
役
と
な
っ
て
伊
賀
市
を
よ

り
良
く
す
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

若
者
会
議
と
は

若
者
会
議
結
成
の
経
緯

若者会議とは

「伊賀市若者会議」
が発足しました

若いチカラがミライを創る
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若
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
、
市
が
実
施

す
る
市
内
や
都
市
圏
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
イ
ベ
ン
ト
活
動
、
市
内
の
各
県
立
高

等
学
校
が
実
施
し
て
い
る
地
域
課
題
の
解

決
に
関
す
る
授
業
や
、
地
域
産
品
を
活
用

し
た
商
品
開
発
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
、
伊
賀
市
が
よ
り
良
く
な
る
た
め

の
方
策
を
考
え
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
メ

ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
ア
イ
デ
ア
を

実
現
す
る
た
め
に
定
期
的
に
集
ま
っ
て
企

画
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

　

伊
賀
市
の
こ
と
を

少
し
で
も
他
の
地
域

の
人
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
企
画

や
運
営
を
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
活

動
を
通
し
て
、

伊
賀
市
の
こ
と

に
つ
い
て
よ
り

深
く
知
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

若
者
会
議
を
通
し

て
、
み
な
さ
ん
に
伊

賀
市
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
行
っ

て
み
た
い
、
住
ん
で

み
た
い
と
一
人

で
も
多
く
の
人

に
思
っ
て
も
ら

え
る
伊
賀
市
の

魅
力
づ
く
り
に

貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
で
行
っ
て
い

る
松
尾
芭
蕉
に
関
す

る
研
究
や
伊
勢
を
中

心
と
し
た
地
域
活
動

に
参
加
し
て
得
た
観

光
に
つ
い
て
の

知
識
を
生
か
し

て
伊
賀
市
の
魅

力
を
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

第
１
期
メ
ン
バ
ー
の
任
期
は
、

２
０
２
０
年
３
月
ま
で
で
す
。

　

伊
賀
市
若
者
会
議
で
は
、
若
者
な
ら

で
は
の
視
点
と
感
覚
で
こ
れ
か
ら
の

伊
賀
市
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
企

画
や
ア
イ
デ
ア
を
ど
ん
ど
ん
提
案
し

て
い
き
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
活
動
に
ぜ

ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
合
政
策
課

　

☎
22
・
９
６
２
３　

ＦＡＸ
22
・
９
６
７
２

　
　

so
u
go
u
se
isaku

@
city.iga.lg.jp

伊
賀
市
若
者
会
議
の
活
動
内
容

こ
れ
ま
で
の
活
動

○
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

　

伊
賀
上
野
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
や
伊

賀
上
野
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
in
上

野
恩
賜
公
園
な
ど
の
会
議
に
参
画
し
、

イ
ベ
ン
ト
当
日
に
実
施
す
る
企
画
や

調
査
活
動
を
若
者
の
視
点
で
検
討
し

ま
し
た
。

○
企
画
会
議

　

11
月
４
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た
第
３

回
ま
ち
づ
く
り
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

に
メ
ン
バ
ー
16
人
が
参
加
し
、
市
内

県
立
高
等
学
校
に
通
う
高
校
生
や
市

職
員
、
一
般
参
加
者
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
代
表
メ

ン
バ
ー
が
市
長
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

若
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
意
気
込
み
を
伺
い
ま
し
た

小
﨑
未
唯
さ
ん

久
米
利
昭
さ
ん

岩
野
和
麿
さ
ん

◀
東
京
か
ら

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
会

議
に
参
加

す
る
メ
ン

バ
ー
も
い

ま
し
た
。

◀
10

年
後
の

伊
賀
市
の

姿
を
考
え

ま
し
た
。
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障
害
者
週
間
は
、
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
の
、
社
会
参
加
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
の

週
間
で
す
。

●
障
が
い
の
あ
る
人
に
つ
い
て
知
り
ま

し
ょ
う
。

○
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
障
が
い
の
あ
る

人
も
い
れ
ば
、
病
気
や
事
故
な
ど
に

よ
り
障
が
い
を
う
け
る
人
も
い
ま

す
。
障
が
い
は
、
誰
に
も
生
じ
得
る

身
近
な
も
の
で
す
。

○
障
が
い
は
多
種
多
様
で
、
同
じ
障
が

い
で
も
、
状
態
は
一
人
ひ
と
り
違
い

ま
す
。

○
外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
い
障
が
い
も

あ
り
ま
す
。

○
周
囲
が
理
解
し
、
障
が
い
に
配
慮
す
る

こ
と
で
、
自
立
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。

●
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
配
慮

○
困
っ
て
い
る
場
面
を
見
か
け
た
ら
、

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
ほ
し
い
か
を
聞

い
て
か
ら
手
助
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
障
が
い
が
あ
る
か
ら
で
き
な
い
と
決

め
つ
け
な
い
で
、
で
き
る
こ
と
を
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
配
慮
し
た
施
設

で
あ
る
こ
と
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
表
示
す
る
た

め
、い
ろ
い
ろ
な
マ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。 

主
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
障
が
い
者
の
た
め
の

　
　
　
　

国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
利
用
で
き
る
建

物
、
施
設
で
あ
る

こ
と
を
わ
か
り
や

す
く
表
す
た
め
の

世
界
共
通
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

●
盲
人
の
た
め
の

　
　
　

国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
安
全

や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
考
慮
さ
れ
た
建

物
、
設
備
、
機
器

な
ど
に
つ
け
ら
れ

て
い
る
世
界
共
通

の
マ
ー
ク
で
す
。

●
身
体
障
が
い
者
標
識

　

肢
体
不
自
由
で

あ
る
こ
と
を
理
由

に
免
許
に
条
件
が

あ
る
人
が
運
転
す

る
車
に
表
示
す
る

マ
ー
ク
で
す
。

●
聴
覚
障
が
い
者
標
識

　

聴
覚
障
が
い
で

あ
る
こ
と
を
理
由

に
免
許
に
条
件
が

あ
る
人
が
運
転
す

る
車
に
表
示
す
る

マ
ー
ク
で
す
。

●
耳
マ
ー
ク

　

外
見
か
ら
は
わ

か
り
に
く
い
聴
覚

に
障
が
い
が
あ
る

こ
と
を
示
す
た
め

の
マ
ー
ク
で
す
。 

　

公
共
機
関
の
窓
口
な
ど
で
掲
示
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
筆
談
な
ど
の
必
要
な

援
助
を
行
う
こ
と
を
示
し
ま
す
。

12

月
３
日
～
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す

【
問
い
合
わ
せ
】　

障
が
い
福
祉
課　

☎
22
・
９
６
５
７　

ＦＡＡ
22
・
９
６
６
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 sh
o

u
g
a
i@

city.ig
a
.lg

.jp

～
障
が
い
者
福
祉
に
関
す
る
相
談
・
受
付
窓
口
～

○
伊
賀
市
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

市
が
設
置
し
て
い
る
相
談
窓
口
で
、
本
庁
舎
内
に

あ
り
ま
す
。
障
害
者
手
帳
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、

障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
お
困
り
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

伊
賀
市
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
26
・
７
７
２
５　

ＦＡＡ
22
・
９
６
７
４

　
　

 ig
a
-syo

u
g
a
i1

@
ict.jp

○
伊
賀
市
障
が
い
者
相
談
員

　

市
の
委
嘱
で
活
動
し
て
い
る
相
談
員
で
す
。
自
身

の
経
験
を
も
と
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

【
身　

体
】　

福
本
紀
昭
（
緑
ケ
丘
本
町
）・
橋
本
た
き
子
（
久
米
町
）

赤
井
聖
功
（
阿
保
）
・
浜
口
恵
美
子
（
緑
ケ
丘
本
町
）

福
澤
正
志
（
依
那
具
）
・
福
地
申
大
（
富
永
）

【
知　

的
】　

野
田
一
尊
（
東
高
倉
）

海
野
啓
子
（
緑
ケ
丘
西
町
）　

藤
島
恒
久
（
中
柘
植
）

【
精　

神
】　

矢
野
真
砂
子
（
桐
ケ
丘
１
丁
目
）

「
伊
賀
市
障
害
者
福
祉
連
盟
」
加
入
者
募
集

　

伊
賀
市
障
害
者
福
祉
連
盟
は
、
市
内
在
住
の
障

が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
が
親
睦
を
図
り
、
障

が
い
者
共
通
の
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

伊
賀
市
障
害
者
福
祉
連
盟
事
務
局
（
伊
賀
市
社

会
福
祉
協
議
会
内
）

　

☎
21
・
５
８
６
６　

ＦＡＡ
26
・
０
０
０
２

　
　

d
a
n
ta

i@
h
a
n
zo

u
.o

r.jp

「
障
が
い
に
関
わ
る
マ
ー
ク
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？
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お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

　平成 24 年から 7 年間実施していた高齢者の肺炎球

菌ワクチン（任意接種）の助成制度が今年度で終了し

ます。助成を希望される人は、3 月末までに接種して

ください。

　また、医療機関に補助券を持参する必要があります

ので、接種前に担当窓口へご連絡ください。

【助成対象者】　下記①～④のすべてに該当する人

①伊賀市に住民登録があり、満 65 歳以上の人

②今年度の定期接種対象者（65 歳・70 歳・75 歳・

80 歳・85 歳・90 歳・95 歳・100 歳）以外の人

③過去 5 年以内に肺炎球菌ワクチン予防接種を受け

ていない人

④過去にこの助成を受けていない人

【助成金額】　2,000 円

【助成対象接種期間】　平成 31 年 3 月 31 日㈰まで

【注意事項】

　助成は、定期接種または任意接種

のどちらか生涯１回限りです。

　平成 31 年 4 月から、定期接種の

対象者は 65 歳の人のみとなる予定

です。

【問い合わせ】

○伊賀市保健センター（健康推進課）

○いがまち保健福祉センター

　（地域包括支援センター東部サテライト） 

　☎ 45-1016

○青山保健センター

　（地域包括支援センター南部サテライト）

   ☎ 52-2280

高齢者肺炎球菌ワクチン（任意接種）の助成制度が終了します

【問い合わせ】健康推進課
　☎ 22-9653　ＦＡＸ 22-9666
　　kenkousuishin@city.iga.lg.jp予防接種はお済みですか

◆ 大切な家族や自分自身の体のために

　感染症から体を守るだけでなく、周りの人にうつさないためにも予防接種はなるべく早めに受けましょう。受

け忘れがないか、母子健康手帳でご確認ください。

予防接種名 回　数 平成 30 年度中に無料で接種できる年齢

ヒブ
1 ～ 4 回

生後 2 カ月～ 5 歳未満
※ヒブと肺炎球菌は 5 歳未満の人に罹患することが多い病気です。肺炎球菌

Ｂ型肝炎 3 回 1 歳未満
四種混合

（ジフテリア・百日咳・破傷風・

ポリオ）

4 回
生後 3 カ月～ 7 歳 6 カ月未満
※すでに三種混合ワクチン（4 回）、生ポリオワクチン（2 回）または

不活化ポリオワクチン（4 回）を接種している人は接種不要です。
BCG 1 回 1 歳未満

麻しん・風しん混合（MR）
1 回

1 期：1 歳～ 2 歳未満
※麻しんと風しんの単体ワクチンを 1 回ずつ接種している場合もあり

ます。
1 回 2 期：平成 24 年 4 月 2 日～平成 25 年 4 月 1 日生まれ ( 年長児 )

水痘（水ぼうそう） 2 回
1 歳～ 3 歳未満
※水ぼうそうにかかったことのある人は接種不要です。

日本脳炎 4 回

1 期（3 回）：3 歳～ 7 歳 6 カ月未満
2 期（1 回）：9 歳～ 13 歳未満
※平成 7 年 4 月 2 日～平成 19 年 4 月 1 日生まれの人は、20 歳未満

の間、不足回数分を接種できます。また、平成 19 年 4 月 2 日～平
成 21 年 10 月 1 日生まれで、1 期の接種が終了していない人は、9
歳以上 13 歳未満の期間に不足回数分を接種できます。

二種混合（DT） 1 回 11 歳～ 13 歳未満

子宮頸がん 3 回
小学 6 年生 (12 歳相当 ) ～高校 1 年生 (16 歳相当 ) の女子
※現在、積極的勧奨はしていませんが、希望する場合は接種できます。

○無料で接種できる年齢以外の場合は自費となります。

○必ず医療機関で予約をしてから接種してください。

市内医療機関には予診票が置いてあります。市外（三重県内）で接種する人は

予診票を渡しますのでご連絡ください。

○詳しくは、かかりつけ医または健康推進課にお問い合わせください。
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粗大ごみ戸別収集事業（有料）
◆ 自宅前などへ収集に伺います

　市内に住所がある人を対象に、家具・寝具類・自転車・

ファンヒーター・家電製品などの粗大ごみを、自宅前

など申し込み時に指定する場所まで収集（有料）に伺

うサービスを実施しています。

　収集には１点につき 200 円分の粗大ごみ処理券が

必要で、１回の申し込みで５点までご利用できます。

※家電リサイクル法により、市では家電４品目（エア

コン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥

機）は収集できません。

【申込方法】

①粗大ごみ受付センターに電話で申し込む。

②市内のスーパー、商店、農協などの粗大ごみ処理券

取扱店で粗大ごみ処理券を購入する。

※粗大ごみ処理券取扱店など、詳しくは「資源・ごみ

分別ガイドブック」戸別収集事業のページをご覧く

ださい。

※処理券の払い戻しはできませんので、必ず申し込み

をしてから必要な枚数を購入してください。

③粗大ごみに粗大ごみ処理券を貼り、予約した収集日

の午前 9 時（上野・伊賀・島ヶ原・阿山・大山田

支所管内）または午前 8 時 30 分（青山支所管内）

までに、申し込み時に指定した場所に出す。

※当日の立ち会いは必要ありません。

※申し込んだ粗大ごみ以外は収集できません。

【申込受付時間】　午前 8 時 30 分～午後 5 時

※土・日曜日、祝日、年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）

を除く。

【問い合わせ】

《上野・伊賀・島ヶ原・阿山・大山田支所管内》

　廃棄物対策課

《青山支所管内》

　青山支所振興課　☎ 52-1112　ＦＡＸ 52-2174

　伊賀南部環境衛生組合　☎ 53-1120

【問い合わせ】廃棄物対策課
　☎ 20-1050　ＦＡＸ 20-2575
　　haikibutsu@city.iga.lg.jp

【申込先】

《上野・伊賀・島ヶ原・阿山・大山田支所管内》

伊賀北部粗大ごみ受付センター　☎ 20-1255

《青山支所管内》

伊賀南部粗大ごみ受付センター　☎ 64-8700

「まちなかサービスカウンター」業務内容
◆ ハイトピア伊賀で住民票の写しなどを交付します

　1 月 4 日㈮からハイトピア伊賀２階に設置する「ま

ちなかサービスカウンター」では、次の証明書を発行

します。

交付できる主な証明書 申請できる人

戸籍・除籍の謄抄本 本人・配偶者または直系
の親族

戸籍の附票の写し 本人・配偶者または直系
の親族

身分証明書 本人
住民票の写し 本人または同一世帯員
住民票記載事項証明書 本人または同一世帯員
印鑑登録証明書 印鑑登録証を持参した人
所得・課税・完納・納税
証明書 本人または同一世帯員

【開設日時】　月～金曜日

　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

※祝日・年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）を除く。

※本庁との専用回線により交付します。証明書の種類

や本庁窓口の混雑の程度によって、交付までに多少

時間を要する場合があります。また、申請時間帯に

よっては、申請書をお預かりし、後日改めて交付さ

せていただく場合がありますのであらかじめご了承

ください。

【申請受付から交付までの流れ】

【問い合わせ】上野支所振興課
　☎ 22-9633　ＦＡＸ 22-9604
　　ushinkou@city.iga.lg.jp

申
請
書
受
付

申
請
書
類
等
確
認

申
請
書
送
信

申
請
書
類
等
審
査

証
明
書
作
成

証
明
書
送
信

証
明
書
交
付

ハイトピア ハイトピア本　庁
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水道管の冬支度をしましょう

伊賀地区駅伝競走大会参加チーム募集

◆ 凍結・破損事故を防ぐために

◆ 今大会からオープンの部が加わりました

　本格的な寒波が訪れる時期になりました。

　気温がマイナス４度以下になると水道管が凍るとい

われており、12 月から 2 月のこの時期には、各所で

水道管の凍結や破損事故などが頻発します。このよう

な事故を防ぐため、水道管の凍結防止対策をお願いし

ます。

■防寒材の取り付け方

　むき出しになっている水道管や蛇口に、保温材・古

い毛布・布きれなどを巻きつけ、その上からビニール

テープなどを巻いて保護してください。

○水道管が凍って水が出ないときは　

　凍ったと思われる水道管の露出した部分に、タオル

などをかぶせ、その上からゆっくりとぬるま湯をかけ

てください。

　急に熱湯をかけると、水道管や蛇口が破損すること

がありますので注意してください。

○水道管や蛇口が破損したときは　

　まず、量水器 ( メーター ) のそばにある止水栓を止

めてください。

　止水栓がわからなかったり、止められないときは、

破損した部分に布やテープなどを巻きつけて応急処置

をし、市の水道指定工事店へ修理を依頼してください。

※量水器 ( メーター ) より宅内側で、漏水により発生

した水道の料金はお客様負担となります。

※水道指定工事店について、詳しくは「伊賀市くらし

のガイドブック」をご覧ください。

※この時期に長期間留守にする場合は、止水栓を閉め

るなどの対応をお勧めします。

【問い合わせ】

○漏水・給水工事について

　上下水道部水道工務課

○開閉栓・検針・料金について

　伊賀市水道お客様センター

　☎ 24-0013　ＦＡＸ 24-0007

※土・日曜日、祝日、年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）

を除く。

【と　き】　1 月 27 日㈰

◆開会式　　午前 8 時 20 分～

◆スタート　午前 10 時（全部門共通）

【コース】　ゆめが丘地内周回コース

　伊賀市教職員住宅前（スタート・ゴール）～上野南

公園正面入口前

※詳しくはお問い合わせいただくか市ホームページで

ご確認ください。

【区　間】

○一般男子・オープンの部　５区間　17.4㎞

○一般女子・中学生男子・中学生女子の部

　５区間　10.9㎞

【チーム編成】　監督１人　選手５人以上８人以内

【参加資格】　伊賀市・名張市に在住・在勤・在学の人

（オープンの部を除く。）

※中学生男子・中学生女子の部の申し込みは学校単位

とします。

※オープンの部については伊賀市・名張市に在住・在

勤・在学の人を含む高校生以上。

※詳しくは開催要項でご確認ください。

【参加料】　（１チーム）

○一般男子の部　10,000 円

○一般女子の部　5,000 円

○中学男子・中学女子の部　3,000 円

○オープンの部　10,000 円

【申込方法】

　スポーツ振興課にある申込書に参加料を添えて申し

込んでください。

※申込書は市ホームページからもダウンロードできます。

【申込期限】　12 月 21 日㈮　午後５時

【申込先・問い合わせ】

　上野中町 2976 番地の 1　上野ふれあいプラザ２階

　スポーツ振興課

【問い合わせ】上下水道部水道工務課
　☎ 24-0002　ＦＡＸ 24-0006
　　suidou-koumu@city.iga.lg.jp

【問い合わせ】スポーツ振興課
　☎ 22-9635　ＦＡＸ 22-9852
　　sports@city.iga.lg.jp
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年末年始の資源・ごみの持ち込み
◆ 年末は混雑しますので、早めの搬入にご協力ください

◆可燃ごみ、硬プラ・革製品類、容器包装プラスチック、

びん類、金属類、埋立ごみ、紙・布類、粗大ごみなど

【受付日】

○年末：12月 30日㈰まで　※通常日曜日、祝日は休場

○年始：1月 4日㈮から

【受付時間】　午前 9時～午後 4時 30分

【持込先】　さくらリサイクルセンター

　（治田 3547番地の 13）

【手数料】　50㎏以下 500円

※ 50㎏を超える場合は、50㎏ごとに 500円を加算

◆コンクリート、土、瓦、ブロック、レンガ、タイルなど

【受付日】

○年末：12月 28日㈮まで　※土・日曜日、祝日は休場

○年始：1月 4日㈮から

【受付時間】　午前 9時～午後 4時

【持込先】　不燃物処理場　

　（西高倉 4631番地）　☎ 23-8991

【手数料】　搬入車両（2t 車以下に限る。）の最大積載

量 100㎏につき 500円を乗じた額

※ 100㎏未満は 100㎏として換算します。

◆燃やすごみ、燃やさないごみ、容器包装プラスチッ

ク、資源（びん類、缶、ペットボトル、古紙・古布

など）、粗大ごみ　など

【受付日】

○年末：12月 29日㈯まで

　※通常土・日曜日、祝日は休場。

　（12月 16日㈰は受け付けます。）

○年始：1月 4日㈮から

【受付時間】

　午前 8時 30分～正午、午後 1時～ 4時 30分

【持込先】　伊賀南部クリーンセンター

　（奥鹿野 1990番地）　☎ 53-1120

【手数料】　10㎏ごとに 120円　※資源は無料です。

【問い合わせ】さくらリサイクルセンター
　☎ 20-9272　ＦＡＸ 20-2575
　　sakura@city.iga.lg.jp

　処理施設へ持ち込む場合は次のとおり受け入れます。（必ずごみの種類ごとに

分け、時間内に搬入してください。）

※年末年始のごみ収集については、伊賀北部地区は「資源・ごみ収集カレンダー」、

伊賀南部地区は「ごみ収集日程表」をご覧ください。

伊賀北部地区　～上野・伊賀・島ヶ原・阿山・大山田～

伊賀南部地区　～青山～

【問い合わせ】　

○さくらリサイクルセンター　○各支所振興課（上野・青山支所を除く）

【問い合わせ】　○伊賀南部環境衛生組合　☎ 53-1120　○青山支所振興課

【問い合わせ】健康推進課
　☎ 22-9653　ＦＡＸ 22-9666
　　kenkousuishin@city.iga.lg.jp伊賀市自殺対策行動計画（中間案）

◆ パブリックコメント（ご意見）を募集します

　市では地域ぐるみで自殺対策の取り組みを推進する

ため、「伊賀市自殺対策行動計画」策定にあたり、市

民の皆さんのご意見を募集します。

【閲覧場所】　○健康推進課　○各支所住民福祉課

○各地区市民センター　○市ホームページ

【提出方法】　住所・氏名・電話番号・ご意見（「該当箇所」

とそれに対する「意見内容」）を記入し、郵送・ファッ

クス・Eメール・持参のいずれかで提出してください。

※提出いただいたご意見は、計画策定の検討資料とし、

市の意見と併せて市ホームページで公表します。

※個別の回答はしません。

※いただいたご意見は返却しません。

【提出期間】　12月 4日㈫～ 1月 4日㈮

【提出先・問い合わせ】

　〒 518-0873　伊賀市上野丸之内 500番地

　ハイトピア伊賀4階　伊賀市健康福祉部健康推進課

※持参の場合は、健康推進課・各支所住民福祉課・各

地区市民センターで受け付けます。（土・日曜日、

祝日、年末年始を除く。）

　地域美化活動に伴う減免

申請は、事前申請が必要で

すのでご注意ください。
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成人式にご出席ください
◆ 新成人の皆さんの前途を祝福し、成人式を開催します

【と　き】

　1月 13日㈰　午前 11時 30分～

　（受付：午前 11時～）

【ところ】　

崇広中学校区：ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室

城東中学校区：前田教育会館　蕉門ホール

緑ケ丘中学校区：ヒルホテルサンピア伊賀　白鳳の間

上野南中学校区：ゆめぽりすセンター　２階大会議室

柘植・霊峰中学校区：ふるさと会館いが　大ホール

阿山中学校区：あやま文化センター　さんさんホール

島ヶ原中学校区：島ヶ原温泉やぶっちゃ　多目的ホール

大山田中学校区：大山田産業振興センター　どんぐりホール

青山中学校区：青山ホール　多目的ホール

※原則として卒業した学校区の会場へ出席してくださ

い。卒業生以外は、現在の居住地または勤務地域の

学校区の会場へ出席ください。ご自分の学校区が不

明な場合は、お問い合わせください。

【対象者】　平成10年4月2日～平成11年4月1日

生まれの人

　11 月 20 日現在、伊賀市

に住民登録のある人には12

月初旬に案内状を発送しま

す。当日はこの案内状をご持

参ください。

　なお、伊賀市出身の人で、現在、学校や就職などで

転出している人も出席できますが、案内状が届きませ

んので、当日受付で本人（年齢）確認のため健康保険

証、運転免許証などを提示してください。

【問い合わせ】生涯学習課
　☎ 22-9679　ＦＡＸ 22-9692
　　gakushuu@city.iga.lg.jp

償却資産申告書を提出してください
◆ 市内で事業をしているすべての人（法人・個人）は必ず申告してください

　「償却資産」とは、工場や商店の経営者や駐車場・

アパートを賃貸している人が事業のために使用する土

地・建物以外の有形資産をいいます。例えば、一般家

庭のミシンは課税対象となりませんが、縫製工場など

で使用している場合は償却資産として課税対象となる

ため、収益の有無に関係なく申告が必要です。

【対象者】

　会社・工場・商店、駐車場・アパート経営、売電事

業など、市内で事業を行っているすべての法人・個人

【課税の対象例】

①構築物

　駐車場などに使用しているアスファルト舗装・車止

めなどの設備、広告塔、門、塀、そのほか土地に定着

する土木設備など

②機械・装置

　工作機械・印刷設備・土木建設機械（ブルドーザー

など）・厨房設備（窯・オーブン・業務用キッチンなど）・

太陽光発電設備・製造設備などの機械類

③車両・運搬具

　フォークリフト・構内運搬具・車両運搬具など

※自動車税・軽自動車税の対象となる車両は除く。

④工具・器具・備品

　ミシン・事務用備品（机・棚・パソコン・エアコン

など）・理容美容器具（化粧台・鏡など）・遊戯器具（ゲー

ム機・パチンコ台など）・看板・医療用器具（診療台・

レントゲン機器など）・そのほか工具など

※リース機器などは貸与主が課税の対象者となるた

め、所定の欄にリース先を記入してください。

【申告書の入手方法】　12月中旬に発送します。届か

ない場合はご連絡ください。

※市ホームページからもダウンロードできます。

【提出方法】　申告書に必要事項を記入の上、郵送また

は持参してください。詳しくは市ホームページに掲載

している「償却資産申告の手引き」をご覧ください。

※便利な電子申告（e
えるたっくす

LTAX）もご利用いただけます。

【提出期間】

　1月 4日㈮～ 31日㈭（土・日曜日、祝日を除く。）

【提出先】　〒518-8501　伊賀市四十九町3184番地

　伊賀市財務部課税課資産税係

※各支所住民福祉課でも受け付けます。

※締め切り間際は申告が集中するため、早めの申告を

お願いします。

【問い合わせ】課税課
　☎ 22-9614　ＦＡＸ 22-9618
　　kazei@city.iga.lg.jp



部落問題（差別）を正しく知ろう（第8回）
◆ 明るく住みよいまちをつくるために 

　今回は戦後の国における部落問題（差別）対策につ

いてお話します。

　終戦後、日本国憲法に「法の下の平等」が規定され

ましたが、被差別部落に対する差別意識は依然として

消えず、差別事件が頻発していました。また、各地で

戦後復興が進む中、被差別部落の劣悪な環境はそのま

ま放置され、教育を受けることもままならなかったた

め、職業選択の幅が狭まり生活の困窮化がいっそう進

みました。

　そうした中で、被差別部落の社会的・経済的問題解

決のため、同和対策審議会が設置され、国策として取

り組む必要があると明記した答申が 1965 年に出さ

れました。

　この答申では部落問題は過去の問題であるという捉

え方を明確に批判し、放置しておけば解消することが

できない社会問題として、行政にも積極的な対策の推

進を求めました。これを受けて 1969 年に施行され

たのが「同和対策事業特別措置法」です。この法律は

当初 10年間の期限付きの法律でしたが、課題解決に

至らず名称の変更や延長を行い 2002 年 3月まで続

きました。この 33年間にわたる同和対策事業は、被

差別部落だけではなく周辺地域も含めた生活環境の改

善につながり大きな成果をもたらしました。

　しかしながら、同和対策事業は住環境整備などハー

ド面では大きな成果をあげましたが、心理的な差別意

識は解消されることなく根深く残りました。

　差別意識が解消されなかった原因として、同和対策

事業特別措置法失効後に部落問題に関する学習が置き

去りにされたこともあげられます。

　そのため、身近な差別問題にも気づくことができず

放置したり、知らないうちに差別を助長するような行

為をしてしまうことがあると考えられます。

　一人ひとりが部落問題（差別）を社会全体の問題と

して捉え、どういった行為が差別につながるのかを学

習することで、差別の不合理さや当事者の苦悩に気づ

き差別の解消に繋げていくことができるのではないで

しょうか。

【問い合わせ】人権政策課
　☎47-1286　ＦＡＸ47-1288
　　jinken-danjo@city.iga.lg.jp

伊賀市地域おこし協力隊活動報告
◆ 地域を元気にする新しい力

　伊賀市地域おこし協力隊は、住民自治協議会などと

ともに地域の課題解決や地域振興の取り組みを行って

います。阿波地区の早川侑志隊員が着任 2年目の活

動を報告します。

　今年は例年の自治活動に加えて、夏にあわ夏祭りが

開催されました。その中で「阿波組」として焼きそ

ば班を結成し、130人前の焼きそばを提供しました。

阿波組という組織を作ったは良いものの、なかなか活

動方針が定まらず実績が伴っていませんでしたが、こ

うした小さな活動から「こんな子がいたのか」と地域

に認知してもらえるようになりました。ただ住んでいる

だけではなく若い人でも地域で活躍できる場をつくる

という点で、非常に良い活動機会だったと思います。

　協力隊の任期も残すところあと少しですが、任期が

終わったあとも「阿波組」や「大山田の明日を考える会」

といった小さな地域の集まりを維持できるよう、しっ

かりと地盤を固めていきたいと考えています。

　日々の活動の様子はフェイスブックペー

ジをご覧ください。

　https://m.facebook.com/igakyouryokutai/

【問い合わせ】大山田支所振興課
　☎ 47-1150　ＦＡＸ 46-01354
　　oshinkou@city.iga.lg.jp
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◆主な活動（平成 29年 10月～平成 30年 9月）

　忍者トレイルランニングレース実行委員会、大

山田の明日を考える会、阿波組、大山田収穫まつ

り実行委員会、あわ夏祭り実行委員会、阿波ふれ

あい運動会実行委員会などの各委員

２次元コード　

▲
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上野コミュニティバス「しらさぎ」
コース・ダイヤの変更

お知
らせ
お知
らせ

　新庁舎の開庁に合わせて、市役所
や市民病院などへの利便性を向上さ
せるために、１月１日（火・祝）から運
行コース・ダイヤを変更します。
【主な変更内容】

○現行の外回り循環コース・北回り
循環コースを統合し、新たな内回
り循環コースと外回り循環コース
の２コースに再編

○全日統一したコース・ダイヤで運行
○「伊賀市役所」・「四十九駅」の停
留所を新設

○「森下弁柄前」を「四十九駅東」
へ停留所名を変更

○「くみひもセンター」「県伊賀庁舎」
「東小学校南口」の停留所を廃止
【時刻表】　12月上旬に市ホームペー
ジへ掲載予定
【時刻表配布】　12月中旬から交通
政策課、本庁舎玄関受付、各支所、
上野総合市民病院、三重交通㈱（ハ
イトピア伊賀内）などで配布予定
【問い合わせ】

○交通政策課
　☎ 22-9663　ＦＡＸ 22-9852
○三重交通㈱伊賀営業所
　☎ 66-3715

明るい選挙推進強調月間
お知
らせ
お知
らせ

　12月は、明るくきれいな選挙を
推進する「明るい選挙推進強調月間」
です。
　公職選挙法では、政治家は冠婚葬
祭などの日常のつきあいとしての一
般的なものであっても寄附行為が禁
止されています。
　期間中は、政治家の寄附について
「贈らない、求めない、受け取らない」
のルールを守り、公平公正な明るい
選挙を実現しようという「三ない運
動」を重点的に進めます。
　政治に携わる人だけでなく、有権
者一人ひとりが認識を深め、自覚す
ることが大切です。

【問い合わせ】

　伊賀市明るい選挙推進協議会
　（選挙管理委員会内）
　☎ 22-9601　ＦＡＸ 24-2440

自動車の冬装備をしましょう
お知
らせ
お知
らせ

◆積雪・凍結道路で滑り止め措置を

とらない車での運転は、法令違反

です。

　ノーマルタイヤでの雪道走行は、
事故の危険性が高まるだけでなく、
立往生による深刻な通行障害を引き
起こすことになります。
　大雪時は幹線道路を中心に、融雪
剤散布などの対策を行いますが、散
布後でもノーマルタイヤでの通行は
大変危険です。
　タイヤチェーンや冬用タイヤを装
備し、安心・安全な走行を心がけて
ください。
【問い合わせ】

○伊賀建設事務所保全室
　☎ 24-8210
○伊賀警察署　☎ 21-0110
○名張警察署　☎ 62-0110
○企画管理課　☎ 43-2321

平成30年度人権作品市長賞
◆ 広げよう、人権を大切にする心

　市では、市民の皆さんの人権問題に対する関心を深

め、人権意識の高揚を図ることを目的に人権作品（作

文・ポスター・標語）を募集し、総応募数 15,724 点

の中から、市長賞・優秀賞・佳作・入選作品を決定し

ました。その中から市長賞を受賞された皆さんの作品

を紹介します。（敬称略）

◆作文

○小学生の部

　「相手を知り、かかわることの大切さ」

　中瀬小学校６年　西村　知晃　

○中学生の部

　「どの国の人も百パーセントの自分で」

　城東中学校３年　伊勢　アヤ　

　

◆ポスター

◆標語

○小学生の部

　「差別ダメ」　言うだけ言って　終わってない？

　中瀬小学校６年　富永　百合

○中学生の部

　認め合い　かがやく個性が　世界を変える

　大山田中学校３年　木戸　紅香吏

【問い合わせ】人権政策課
　☎ 47-1286　ＦＡＸ 47-1288
　　jinken-danjo@city.iga.lg.jp

○中学生の部

　緑ケ丘中学校３年

　山中　美弥

○
小
学
生
の
部

　

久
米
小
学
校
６
年

　

森
永　

萌
唯

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

◆寄附行為とは
○町内会の集会や旅行、地域の
行事などの催し物へ寸志や飲
食物の差し入れをする

○入学・卒業・就職・出産など
のお祝いに金品を贈る

○花輪や供花を贈る　など
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大口需要者の水道料金・
加入負担金減額

お知
らせ
お知
らせ

　人口減少により生活
用水需要が減少してい
く中、水道事業の健全
経営に向けた料金収入
の維持・安定と雇用の
拡大など地域経済の活性化につなげ
ることを目的に、より使いやすい水
道となるよう、企業等大口需要者向
けの水道料金・加入負担金の減額制
度を新たに導入します。
○対象者
　使用用途が一般用で、「工場用」
または「業務・営業用（公共施設・
公共的施設を除く）」に水道を使用
する企業など
○水道料金の減額
　３年以上継続して水道を使用し、
直近３年間の使用水量の１年あたり
の平均が 7,200㎥以上の場合（使
用実績が３年未満の場合は年間の使
用水量が 7,200㎥以上の場合）に
ついて、その使用実績に基づく１期

（隔月検針の場合は 2 カ月、毎月検
針の場合は 1 カ月）あたりの平均
使用水量を「基準水量」とし、基準
水量の 95％を超える水量に係る従
量料金単価を１㎥あたり 259.2 円

（税込）に減額します。
○加入負担金の減額
　量水器口径 40mm 以上は、通常
の負担金額の 50％を減額します。
○制度の実施期間
　水道料金の減額：平成 31 年 1 月
1 日から 2021 年 3 月 31 日までの
検針分
　加入負担金の減額：平成 30 年 4
月 1 日から（遡及適用します。）
○手続きなど
　水道料金減額制度の適用に係る使
用者からの申請は不要です。対象と
なる使用者には基準水量認定の通知
を送付します。
※詳しくは市ホームページをご覧く

ださい。
【問い合わせ】

○経営企画課
　☎ 24-0001　ＦＡＸ 24-0006
○営業課
　☎ 24-0003　ＦＡＸ 24-0006
○水道工務課
　☎ 24-0002　ＦＡＸ 24-0006

伊賀市の人口・世帯数

（平成 30 年 10 月 31 日現在）

 人口　92,368 人

　　　　（男）45,266 人

　　　　（女）47,102 人

 世帯数　40,376 世帯

今月の納税

●納期限　12 月 25 日 （火）

納期限内に納めましょう

固定資産税（３期）

国民健康保険税（６期）

※納税は便利な口座振替で

【問い合わせ】

　収税課　☎ 22-9612

いがまち人権パネル展催し

【と　き】　12 月 4 日㈫～ 27 日㈭
　午前９時～午後５時
※土・日曜日、祝日を除く。
※13 日㈭・20 日㈭は午後 7 時 30

分まで延長して開館します。
【ところ】　いがまち人権センター
【内　容】　「部落差別解消推進法」
【問い合わせ】　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　ＦＡＸ 45-9130

寺田市民館
「じんけん」パネル展

催し

【と　き】　12 月 3 日㈪～ 27 日㈭
　午前８時 30 分～午後５時
※土・日曜日、祝日を除く。
【ところ】

　寺田教育集会所　第１学習室
【内　容】　「水平社宣言」
　宣言に込められた思いと、部落差
別により奪われた人間性を取り返そ
うと自らの意志で立ち上がった人々
の生き方から学び、自らを振り返り
ましょう。
【問い合わせ】

　寺田市民館　☎／ＦＡＸ 23-8728

お知
らせ
お知
らせ 借金に関する

無料電話法律相談

　深刻化する多重債務問題を解決す
るため、常設の相談窓口の認知度向
上などを目的として、「多重債務者
相談強化キャンペーン 2018」の期
間中に無料電話相談を開催します。
【相談受付日時】

○ 12 月 9 日㈰
　午前 10 時～午後 3 時
○ 12 月 10 日㈪
　午後 5 時～ 8 時
【相談電話番号】

　☎ 059-224-2644
※相談日当日のみつながります。
※相談は無料で、1 時間程度を限度

にお聞きします。通話料がかかり
ます。

【問い合わせ】　三重県環境生活部く
らし・交通安全課
　☎ 059-224-2400
【担当課】　市民生活課

コンビニ交付サービスの休止
お知
らせ
お知
らせ

　市役所ネットワーク設定更新作業
のため、次の期間は、コンビニエン
スストアの店内にあるマルチコピー
機で住民票の写しなどが取得できる
サービスを休止します。
【休止日】　12 月 23 日（日・祝）終日
【問い合わせ】　戸籍住民課
　☎ 22-9645　ＦＡＸ 22-9643

健康測定「丸之内はかり処」催し

　働き世代の皆さん、仕事優先の生
活になっていませんか。いつまでも
元気に若々しく過ごすには、まず自
分の体を知ることが大切です。市で
はテーマにあわせた健康測定「丸之
内はかり処」を開催します。
【と　き】　12 月 19 日㈬
　午後６時～７時 30 分
※時間内は出入り自由です。
【ところ】

　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】　「寒い冬こそ代謝 UP ！
疲れ知らずの身体メンテナンス」ま
ちの講師ぷち体験処（講師：なごみ
整体　井野　由美子さん）、骨の健
康度測定、血管年齢測定など
【対象者】　市内在住・在勤の人
【持ち物】

　動きやすい服装でお越しください。
　体調に不安のある人は主治医に相
談の上ご参加ください。
【問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　ＦＡＸ 22-9666



市ホームページアドレス　http://www.city.iga.lg.jp/

13 広報いが市 2018 年（平成 30 年） 12 月１日号

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

お
知
ら
せ
拡
大
版

催
　
し

募
　
集

認知症の人と家族の会
「伊賀地域つどい・交流会」

催し

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　12 月 18 日㈫
　午後 1 時 30 分～ 4 時
【ところ】　ゆめぽりすセンター
【内　容】

○運動インストラクターによる運動

療法：午後１時 30 分～
○情報交換会：午後２時 30 分～
【料　金】　200 円（認知症の人は
無料。家族の会会員は 100 円）
※認知症の人が参加する場合は、事

前に連絡してください。
【問い合わせ】　地域包括支援セン
ター南部サテライト
　☎ 52-2715　ＦＡＸ 52-2281

クリスマスツリーに
お願いカードを飾ろう

催し

　皆さんの願いが叶うように今年も
公民館ロビーに大きなツリーを飾っ
ています。カードを用意しています
ので、あなたの願いをカードに書い
てツリーに飾りましょう。
【と　き】　12 月 27 日㈭まで
【ところ】　青山公民館ロビー
【問い合わせ】　青山公民館
　☎ 52-1110　ＦＡＸ 52-1211

第43回おおやまだ元日マラソン募集

【と　き】　1 月 1 日（火・祝）
　受付　午前 7 時 45 分～
　開会式　午前 8 時 20 分～
　スタート　午前 8 時 30 分～
　※荒天中止
【ところ】

　伊賀の国大山田温泉さるびの
　こころの丘（上阿波 2953 番地）
【内　容】

○マラソン：５km、3.5km  
○ウォーキング：２km 
※いずれも記録計測は行いません。
【参加料】　500 円
【定　員】　600 人　※先着順
　申込方法など詳しくはお問い合わ
せください。
【申込期限】　12 月 21 日㈮
【申込先・問い合わせ】

　阿波地区市民センター
　☎／ＦＡＸ 48-0009
　山田地区市民センター
　☎／ＦＡＸ 47-1777
　布引地区市民センター
　☎／ＦＡＸ 47-0928
　大山田支所振興課
　☎ 47-1150　ＦＡＸ 46-0135

　離婚・相続・借金などのトラブル
にお困りで、収入状況など一定の要
件に当てはまる人を対象に、弁護士
による無料法律相談会を開催します。
【と　き】　12 月 19 日㈬
　午後１時～４時
【ところ】

　上野ふれあいプラザ
　３階ボランティア活動室
【定　員】　6 人　※先着順
【申込期限】

　12 月 18 日㈫　午後５時
※次回の開催は、2 月 20 日㈬です。
【申込先・問い合わせ】

　日本司法支援センター三重地方事
務所（法テラス三重）
　☎ 050-3383-5470
【担当課】　市民生活課

法テラス三重
巡回無料法律相談会

募集

冬のおはなしくらぶ募集

　どなたでも参加していただける楽
しいおはなし会です。おはなしのあ
とはお菓子作りをします。
【と　き】　12 月 22 日㈯
　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
【ところ】　大山田公民館　研修室
【対象者】　市内在住・在勤の人（小
学校 3 年生以下は保護者同伴）
【持ち物】

　筆記用具・エプロン・飲み物
【定　員】　20 人　※先着順
【申込方法】　住所・氏名・電話番号
を電話・ファックス・E メールのい
ずれかでお伝えください。
【申込期間】

　12 月 10 日㈪～ 20 日㈭
【申込先・問い合わせ】

　大山田公民館
　☎ 46-0130　ＦＡＸ 46-0131
　　ooyamada-cc@city.iga.lg.jp

都市計画審議会委員募集

　都市計画審議会は土地利用や道
路、公園などのまちづくりに関する
事項を調査審議する機関です。
【募集人数】　２人以内
【応募資格】

○市内在住・在勤・在学の人で 20
歳以上の人

○市議会議員・市職員でない人
【開催回数】　年２回程度
※原則、平日の日中２～３時間程度
【任　期】　
　2 月 15 日～ 2021 年 2 月 14 日
【報　酬】　6,000 円／日
※市の規定に基づく。
【応募方法】　住所・氏名・年齢・性別・
電話番号を明記の上、「応募の動機」
を 800 字以内にまとめ、ファック
ス・郵送・E メール・持参のいずれ
かで提出してください。
【選考方法】　作文に基づく書類選考
※提出書類は返却しません。
【応募期限】　12 月 25 日㈫
　午後 5 時 15 分必着
【応募先・問い合わせ】

　〒 518-1395　
　伊賀市馬場 1128 番地
　伊賀市建設部都市計画課
　☎ 43-2315　ＦＡＸ 43-2317
　　tokei@city.iga.lg.jp

フラワーアレンジメント教室
お知
らせ

【と　き】

　12 月 26 日㈬　午後７時～９時
【ところ】　大山田公民館　研修室
【内　容】　新年を迎える準備に素敵
な花のアレンジメントをします。エ
ンボス加工された一枚の紙から器を
作り、華やかに飾ってみませんか。
講師：木下　直美さん
【対象者】　市内在住・在勤の人（小
学生は保護者同伴）
【参加料】　2,000 円
【持ち物】　花切りハサミ・持ち帰り袋
【定　員】　20 人　※先着順
【申込方法】

　住所・氏名・電話番号を電話・
ファックス・E メールのいずれかで
お伝えください。
【申込期間】

　12 月 10 日㈪～ 18 日㈫
【申込先・問い合わせ】　
　大山田公民館
　☎ 46-0130　ＦＡＸ 46-0131
　　ooyamada-cc@city.iga.lg.jp

募集
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　10 月 28 日㈰大山田 B&G 海洋センター駐車場で、

大山田収穫まつり2018が行われました。このまつりは、

大山田地域の秋祭りの伝統を受け継ぎ、秋の収穫の喜び

と世代間交流の場として毎年開催されています。

　会場では各種団体によるステージ発表のほか、さまざ

まな食べ物や物産などが販売されました。

　また、会場そばの服部川では、地元の各家庭で役目

を終えた約 100匹の鯉のぼりが川風を受け悠然と泳ぎ、

来場者を楽しませました。

大山田収穫まつり 2018（10月 28日）

まちかど通信

　11月 3日（土・祝）、阿山 B&G海洋センター駐車場で、

けんずいまつり2018が開かれました。このまつりは、

「あやまの恵み・食・文化」をテーマに毎年行われて

いるもので、今回で 20回目の開催となりました。

　まつりの名物は大鍋料理。今年は地元産の野菜や豚

肉のほかに、アクセントとしてトウモロコシが散らさ

れた「なんば汁鍋」が用意され、買い求めた人たちは、

温かい鍋料理をおいしそうに食べていました。

けんずいまつり 2018（11月 3日）

今年も大鍋料理に行列！

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

◀大きな鍋で 500人分のなん

ば汁が作られました。

大山田の秋の味覚と物産を楽しむ

�
正
月
�
�
餅
�

�
予
約
承
�
�
�
�

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
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。
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６

▶ステージには多

くの観客が集ま

りました。

▲地元の産品が販

売されました。

▶来場者がもちを

つく様子
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　白藤滝周辺で、第 31回滝山渓

谷紅葉まつりが開かれました。

　会場では金管四重奏のブリリア

ントがオープニングを飾り、都美

恵太鼓による勇壮な演奏も披露さ

れたほか、地元自治会などによる

出店が設けられました。

　訪れた人は色づき始めた紅葉と

美しい滝を眺めながら秋を楽しむ

１日となりました。

第 31回滝山渓谷紅葉まつり（11月 3日）

◀たくさんの出店が並びました。

▶都美恵太鼓による演奏

の様子

美しい滝と紅葉を楽しみました

【
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カ
ラ
ダの
こと

おしえて
！

昨日よりも
健康に。

カラダの話

　頚椎は、いわゆる「くび」の骨であり、頭を支え

ています。長年の負担により、頚椎の骨や関節が変

形して、首の痛みや動きの制限が生じた状態を頚椎

症といいます。その変形によって、頚椎の中を通る

神経の束である脊髄 ( 首の部分では「頚髄」と呼び

ます。) が、圧迫を受けて手足に神経の症状が出現

したものが、「頚椎症性頚髄症」です。

早期発見が大切です

　症状として、①両手足のしびれや感覚障害、②ボ

タンかけや箸での食事など細かい動作の困難さ、③

手足の指と指との間の付け根や親指の付け根の筋肉

のやせ、④歩行時のつまずきやふらつき ( 時に歩行

中に足と足とが交差したり、ぶつかりが見られる )

などがあり、悪化すると両手足のまひ、大・小便の

漏れなどが生じ、日常生活が困難になります。症状

と MRI などの画像検査にて診断され、比較的軽症

であれば薬などで症状の軽減を図りますが、重症に

なると頚椎の中の脊髄の通り道を拡げる手術が検討

されます。手術になった場合、術後翌々日から、歩

行練習や症状に応じた筋力回復運動などを行い、社

会復帰をめざします。

重症化しないうちに発

見することが大切です

ので、上記の症状でお

困りの人は、医師にご

相談ください。

「くび」への負担を減らしましょう

　最後に、座っている時に頚椎にかかる負担を減ら

す姿勢を紹介します。背中を丸め、頭が前に出て、

アゴがあがっている姿勢では、頚椎への負担を増や

してしまいます。骨

盤を起こして胴体の

上に頭が位置するよ

うにした状態で、ア

ゴを引いて座ると、

頚椎への負担が軽減

され、首の周りが楽

になりますので、ぜ

ひお試しください。

（上野総合市民病院　理学療法士　猪田　茂生）

頚
けいつい

椎症
しょう

性
せい

頚
けいずい

髄症
しょう

を知っていますか？

　市役所の新庁舎が 1 月

4 日㈮に開庁します。開

庁に先立ち、内覧会を開

催します。どなたでもご覧いただけますので、お

気軽にお越しください。

【と　き】

　12 月 22 日㈯　午後 1 時～ 4 時

【ところ】　四十九町 3184 番地

【問い合わせ】　管財課　☎ 22-9610　ＦＡＸ 24-2440

　　kanzai@city.iga.lg.jp

　1 月 4 日㈮より、現在の有料駐車場に加え、現

庁舎周辺の全ての市営駐車場が有料になります。

【時間帯】　午前８時～午後５時

【駐車料金】

　全長 5m 未満の普通自動車 500 円／回など

【問い合わせ】　管財課　☎ 22-9610　ＦＡＸ 24-2440

　　kanzai@city.iga.lg.jp

新庁舎内覧会を開催します

だんじり
会館駐車場

だんじり
会　　館

上野公園
第 1駐車場

上野公園第 2駐車場

伊

　賀

市
役
所

上
野
西
小
学
校

上野公園
第 3駐車場
（名称変更）

白鳳門駐車場

三
重
県

伊
賀
庁
舎

新
庁
舎

駐車場

駐車場位置図

市営駐車場有料化のお知らせ
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　伊賀線を地域生活に密着した路線として守り育て、

まちづくりと一体となった活性化方策を実施するため

に、平成 17 年に伊賀線活性化協議会が設立されまし

た。この協議会は、沿線の団体・住民自治協議会、市

議会、県や市などで構成され、ギャラリー列車の運行

や車内吊りポスター作成などの利用促進活動に取り組

んでいます。

　これまでの取り組みでは、利用促進標語を募集し、

次の３つの標語が入選となり、啓発に活用してきました。

　「廃止になって嘆くより

　　　　　　　市民で守ろうみんなの伊賀線」

　「伊賀線に　乗ってしみじみ　伊賀の良さ」

　「乗ろうよ伊賀線　マイカーやめて」

　これらの標語に思いを馳せながら、伊賀線と地域の

さらなる活性化に取り組みましょう。

【問い合わせ】　交通政策課　☎ 22-9663　ＦＡＸ 22-9852

伊賀線活性化協議会

伊賀線だより

　年末年始は、銀行などの金融機関やコンビニエンス

ストアを狙った強盗の発生や、駐車車両に対する車上

ねらいの多発が懸念されます。

　被害を未然に防ぐために、日頃から防犯意識を強く

持つことが大切です。

　車から離れるときは必ず施錠することや、車内に鞄

などを放置しないといった対策をしましょう。

　また、年末年始は慌ただしく、帰省する車や初詣客

の車など、交通量が増えるため、交通事故の多発も懸

念されます。

　車の運転者は、ちょっと早めのライトの点灯や十分

な車間距離を保ち、いつも以上に安全運転を心掛けま

しょう。

　歩行者、自転車の利用者は明るい服装と反射材を着

用し、自分の存在を知らせて安全を確保しましょう。

 【問い合わせ】

　伊賀警察署　☎ 21-0110

　名張警察署　☎ 62-0110

年末年始における犯罪・交通事故に注意

伊賀警察署だより

■ご意見などは人権政策課 ☎ 47-1286　ＦＡＸ 47-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

「知らない」から「ない」と思うこと　～阿山支所振興課～

　「お弁当箱ちゃんと出さないと、次はフランスパ

ンにサンマ挟むからね。」

　これは、とあるエッセイ本で、「帰ったらお弁当

箱は台所に出す」という約束を何度言っても守ら

ない子どもへの著者のセリフです。

　お弁当に焼きサンマのフランスパンサンドはイ

ヤだなあと思いながら読んだのはずいぶん昔のこ

とですが、最近、焼きサンマならぬ「焼き鯖サンド」

は実在することを知りました。トルコではサンド

ウィッチのひとつとして定番なのだそうです。

　ふとしたきっかけでレシピを知るまで魚のサン

ドウィッチといえばツナやサーモンなどがメイン

で、焼き鯖のサンドなんてないという思い込みが

ありました。しかし、単に知らなかっただけで、

それはずっと存在していたのです。

　そんなふうに、自分が「知らない」から存在し

ないと思い込んでいることはありませんか。例え

ば、性的少数者の人権問題を知らずに、相手の性

的指向や性自認について、見た目や思い込みで決

めつけてしまうことがあります。

　人権問題では、「自分が『知らない』から『ない』」

という思い込みから、打ち明けにくい問題を抱え

て悩んでいる人を傷つけてしまうことがあります。

　だから、「こんな人権問題があります」、「知って

ください」という発信を続けていかなくてはなら

ないのだと思います。「知らない」ことがあるのは

恥ずかしいことではありません。「ない」のままに

するのではなく、一緒に「知って」、「考えて」み

ませんか。そうすることで、　騙されたと思って

作ってみた焼き鯖サンドが、予想外に美味しかっ

たように、人生がより充実していくことが、きっ

とあると思います。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～
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図書館
　だより

▪一般書　

『ムンクの世界』 田中　正之／監修

『エスプレッソパーフェクトバイブル』

 丸山珈琲／監修

『話し方で損する人得する人』 五百田　達成／著

▪児童書

『マオのうれしい日』

 あんず ゆき／作、ミヤハラ ヨウコ／絵

『ねこの商売』 林原　玉枝／文、二俣 英五郎／絵

『10 代に語る平成史』 後藤　 謙次／著

▪絵本

『てんぐ』 杉山　亮／作、加藤　 休ミ／絵

『まちのくるま』 コヨセ ジュンジ／さく

『ウインナさん』 YUMOCAM ／作

《問い合わせ》

　上野図書館　☎ 21-6868　ＦＡＸ 21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

▪絵本

『ノラネコぐんだん おばけのやま』

 工藤　ノリコ／著

　ワンワンちゃんのだんごやさんをのぞいて、おい

しそうなおだんごに目をつけたノラネコぐんだん。
夜になると、お店に忍び込み、勝手におだんごを作
りはじめました。いざ食べようとすると、だんごが
全部風に巻かれて飛ばされてしまって ･･･。大人気の
ノラネコぐんだんシリーズ最新刊です。

▪一般書　

『世界の食文化を変えた安藤百福』 洋泉社／刊

　日清食品の創業者・安藤百福は、40 代にしてすべ

ての資産を失いますが、苦境のなかで、誰もが簡単
にすぐに食べられる、インスタントラーメンを発明
します。この本では、安藤百福の波乱の人生を当時
の写真や資料とともに紹介しています。

今月の新着図書

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。
（30 分～１時間程度）

12 月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

8 日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会

大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

13日㈭ 10：30～ 上野図書館 えほんのひろば（ちいさなねこ）

14日㈮
10：40～ 島ヶ原子育て支援センター 読み聞かせ会（ネェよんで）

11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

16日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと&はあと）

19日㈬
10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

11：00～ 青山図書室 おはなしなあに？

21日㈮ 10：00～ いがまち図書室 絵本の時間（お話の国アリス）

22日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

26日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

　「 布 の 絵 本 」 は、

読むというよりも、

ひも・ボタンなどを

使い、遊びの中で「は

ずす」「はめる」「む

すぶ」など、五感を

刺激してくれる本で

す。上野図書館では布の絵本作成グループ「お針

子チクチク」の皆さんがボランティアで一針、一

針、心をこめて作ってくれています。貸出もでき

るので、ぜひご利用ください。（１人１冊まで）

【問い合わせ】　上野図書館

新しい「布の絵本」ができました

【と　き】12 月 21 日㈮　午後６時～７時 30 分

【ところ】上野図書館　２階視聴覚室

【テーマ】美人画を描いた岡本大更

【問い合わせ】上野図書館

今月の「郷土の歴史夜咄会」
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◦伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615 番地　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11 時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11 時
※受付は、診療終了時刻の 30 分前までにお願いします。
◆夜間・日曜日および祝日診療を行っている医療機関については、次にお問い合わせ
ください。救急医療情報センター コールセンター（☎ 059-229-1199）

◦伊賀市救急・

健康相談ダイヤル 24

☎ 0120-4199-22
　心と体のさまざまな相談に、24 時
間体制でお応えします。
※通話料・相談料は無料です。

12 月の二次救急実施病院

＊小児科以外の診療科です。

≪実施時間帯≫　平日：午後 5 時～翌日午前 8 時 45 分
土・日・祝日・年末：午前 8 時 45 分～翌日午前 8 時 45 分

≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45 分
※月・水曜日が祝日・年末の場合、午前９時～翌日午前８時

45 分

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず事前に連絡
が必要です。
　【上野総合市民病院（☎ 24-1111）】

　【名張市立病院（☎ 61-1100）】

　【岡波総合病院（☎ 21-3135）】

◦各病院の受け入れ体制

日 月 火 水 木 金 土
1

　名張
2

　名張

3

　岡波

4　　

　名張

5

岡波・名張

6

　名張

7

　上野

8

　上野
9

　岡波

10

　岡波

11

　上野

12

岡波・名張

13

　名張

14

　上野

15

　名張
16

　名張

17

　岡波

18

　名張

19

岡波・名張

20

　名張

21

　上野

22

　上野
23

　岡波

24

　岡波

25

　上野

26

岡波・名張

27

　名張

28

　上野

29

　上野
30

　名張

31

　岡波

＊小児科以外の診療科です。
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※二次救急（重症）の人が対象です。
※重症者が重なり、診察できない場合があります。また、非当番日は救急の受け入れを行いません。

　

情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやま
甲賀市甲賀市

　信楽高原鐵道（SKR）
では、毎年恒例の信楽
焼陶器でできた干支切
符 を 1300 枚 限 定 で
販売しています。今回
は、来年の干支「亥」
にちなんで、イノシシ
の親子が仲良く寄り添っているデザインになって
います。
　信楽駅では、他にも個性溢れる企画切符や鉄道
グッズも販売していますので、SKR ホームペー
ジをご覧ください。

【価　格】　1,380 円 / 枚
　信楽～貴生川間の大人と子ども各１人分の往復
乗車券

【購入方法】

　信楽駅または SKR ホームページ（http//koka-
skr.co.jp/）から購入いただけます。

【問い合わせ】

　信楽高原鐵道株式会社
　☎ 0748-82-3391　ＦＡＸ 0748-82-3323

限定1300枚　信楽焼「干支切符」

～いのしし年親子キップ～

亀山市亀山市

かめまる　Level.21

～かめやまに食べ物・雑貨・体験が集まる物産展～

　オリジナルのハン
ドメイド雑貨や小物、
おいしい食べ物、ベ
ビー雑貨や衣料品な
ど、たくさんの店が、
三重県内外から「か
め」やまにあつ「まる」

物産展です。（２日間で約 90 店舗）
　インスタグラム、フェイスブックで出店者情報
を公開しています。
　両日とも午後 1 時から、先着 50 人にたまごの
プレゼント企画もあります。（１家族１パック限り）
　かめまるで楽しい時間を過ごしませんか。

【と　き】　12 月 25 日㈫、26 日㈬
　午前９時 30 分～午後３時

【ところ】　亀山市文化会館
　（亀山市東御幸町 63 番地）

【アクセス】　ＪＲ亀山駅より徒歩約７分
【問い合わせ】

　かめまる実行委員会　不破
　☎ 090-5103-7654
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▲近衛信尋書状 ( 石田三郎左衛門家伝来文書 )

忍者市を知る

　今回は「忍者トレイルランニン

グレース」の実行委員長を務める

恵川裕行さんに話を聞きました。

　伊賀は大阪・名古屋の中間に

位置し、それぞれ車でおよそ１時間の距離であるに

も関わらず、多くの自然が残っています。忍者トレ

イルランニングレースは「この大自然を多くの人に

知ってもらいたい」「忍者の心に触れ、健康管理や

日常生活のちょっとした刺激になれば」「多くの人々

が伊賀に訪れ交流の場を作ることで、地元地域の活

性化を図りたい」そんな想いから始まりました。

　伊賀には、戦国時代を感じることができる中世城

館跡が多く残り、忍者たちが修行したであろう山々

が里を囲んでいます。コースにもなっている霊山山

頂には、かつて巨大寺院があり、現在でもその跡が

残っています。そんなコースを走りながら伊賀の雰

囲気を感じてもらえたらと思います。

　このほか、山だけでなく集落もコースとなってお

り、地域の人に協力いただきながら、オール伊賀で

レースを開催し地域の魅力を発信しています。

　また、世界的に「NINJA」がブームとなってい

ることから、「忍者」と名のついたこのレースを海

外の人たちに興味を持ってもらい、海外から多くの

参加者を迎えるレースにしたいと考えています。

　世界で唯一忍者修行のできる忍者トレイルランニ

ングレース。皆さんも参加してみてはいかがでしょ

うか。

　伊賀市は「忍者市宣言」を行い、伊賀流忍術発祥

の地として、観光誘客やまちづくりを進めています。

以前からの取り組みだけでなく、「忍者トレイルラ

ンニングレース」のように忍者を生かした新たな取

り組みも進んでいますので、皆さんもぜひ、さまざ

まなイベントに参加してみてください。

【問い合わせ】

　観光戦略課　☎ 22-9670　ＦＡＸ 22-9695

―忍者の里山を駆け巡る―


